
今後の進め方について（案）
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１．中期目標にむけた取組進捗指標等の検討について

目的 改定基本計画で定める目標やプログラムの進捗、成果・効果を把握する

取組進捗指標

検討内容 中期目標やプログラムの評価指標となりうる項目を難易度と共に検討する

実施状況を把握する項目

環境が豊かに

コウノトリが身近に

定着地づくり 人・地域づくり

流域治水がみんなの生活のあたり前

改定基本計画で定める
４つの中期目標の達成状況を
把握できる指標

たね地づくり

【中期目標】

各プログラムの取組推進の進捗、
成果・効果を把握できる指標

【各プログラム】
共通

方針 中期目標の達成は、各プログラムの取組みの総合的な評価結果をもとに判断する

中期・中間評価結果を得て、プログラムの集約や取組の効率化についても検討する

暮らしがにぎわう
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２０２４年度
継続検討
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＊整理難易度 ◎：事務局が公表情報
等から簡易に情報の収集・整理が可能
○：情報として存在するが、情報を持つ
主体による情報の提供等が必要
△：情報として存在せず、別途、調査等
の実施が必要
※関東エコ･ネット取組登録制度（案）に
おける登録者・団体数を想定

中期目標の
「取組進捗指標」
の候補（案）
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＊整理難易度 ◎：事務局が公表情報
等から簡易に情報の収集・整理が可能
○：情報として存在するが、情報を持つ
主体による情報の提供等が必要
△：情報として存在せず、別途、調査等
の実施が必要
※関東エコ･ネット取組登録制度（案）に
おける登録者・団体数を想定

各プログラムの実施状況を
把握する項目候補（案）
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＊整理難易度 ◎：事務局が公表情報
等から簡易に情報の収集・整理が可能
○：情報として存在するが、情報を持つ
主体による情報の提供等が必要
△：情報として存在せず、別途、調査等
の実施が必要

各プログラムの実施状況を
把握する項目候補（案）
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＊整理難易度 ◎：事務局が公表情報
等から簡易に情報の収集・整理が可能
○：情報として存在するが、情報を持つ
主体による情報の提供等が必要
△：情報として存在せず、別途、調査等
の実施が必要

各プログラムの実施状況を
把握する項目候補（案）



プロ
グラ
ム

取組
成果

ロードマップ

２０２３ ２０２４ ２０２５
中間評価

・・・ ２０３０

たね
地づく
り

・・・

定着
地づく
り

・・・

人・地
域づく
り

・・・

【ロードマップイメージ（案）】

目的 中期目標実現に向けて、「課題」を共有しながら関係機関と進捗を確認する

方針・取組進捗指標、実施状況を把握する項目を用いて成果・効果の進捗状況を把握する
・進捗状況を確認できるように、チェックシートを作成する
・過年度に整理した各プログラムの課題に係る課題解決を図りながら推進する

＋α 追加項目

取組進捗指標
実施状況を把握する項目

各プログラムの課題

役割分担
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２．中期目標実現に向けた今後の検討
（１）ロードマップの検討について

２０２４年度
継続検討



8「関東地域におけるコウノトリ・トキを指標とした生態系ネットワーク形成基本計画 令和４年３月」P107より

中期・中間評価と併せて基本計画プラグラムの整理と見直しを行い、

中期目標達成に向けエリア協議会や地域で活動する団体等が機動的・自立的に実現可能な改定を検討。

２．中期目標実現に向けた今後の検討
（２）スケジュールについて

２０２４年度
継続検討
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３．関東エコ・ネット推進協議会とエリア協議会の連携
（１）相互補完的な望ましい連携の検討

※ 関東エコ・ネット推進協議会による「基本計画」とエリア協議会による「アクションプラン」等の整合を図る必要が
ある場合は、情報交換の上で改定等を行っていく。

関東エコ・ネット推進協議会

関東広域における生態系ネット
ワークの形成や流域治水を踏まえ
たグリーンインフラ整備のほか、
地域振興等の目標となる計画を策
定。

関係省庁、有識者、専門家、関係
自治体で構成され、エリア協議会
や関係自治体等が必要とする技術
的・専門的情報を集約し検討を行
う。
エリア協議会や地域で活動する団
体等が活用可能な全国の事例収集
も行う。

エリア協議会

コウノトリ・トキをシンボルとし
て地域振興を目指すエリアにおい
て、関東エコ・ネット推進協議会
で設定した目標を地域性・独自性
を踏まえ実践。

河川事務所、有識者、専門家、関
係自治体、地域で活動するNPO等
で構成され、地域連携や協働活動
のための合意形成を図り、「エリ
ア協議会アクションプラン」等を
設定し、実践を推進・支援するこ
とによって、関東広域エリアの計
画目標に貢献。

関東エコ・ネット
関係機関連絡会議

（仮称）

• 横断的に情報交換・意見交換
を行う場として定期開催

• 関東地整、関係河川事務所、
関係自治体、関東農政、関東
環境事務所等の実務担当者

• 年１回定例（４～５月頃）
昨年度の振り返り
当年度の実施内容確認
臨時開催の予定・希望

• 臨時開催（課題・テーマ毎）

⚫ 関東エコ・ネット（推進協議会）が考える全体プランの共有のほか、各エリア協議会、関係行政機関（農政
局、環境事務所等）との交流と情報交換の場として「関東エコ・ネット関係機関連絡会議（仮称）」を設定。

⚫ 行政間ネットワークをつなぐ場として、横断的に情報交換・意見交換を行い認識の共有を図る。

⚫ エリア協議会が抱える課題やテーマを議題として、関東エコ・ネット（推進協議会）の委員の助言・相談の
場としても活用。

linkPlan Ａｃｔｉｏｎ

２０２４年度
試行実行
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⚫中期目標実現に向けた共通プログラム②の実践

➢ 共通プログラム②「推進協議会、各エリア協議会等の継
続的な取組の推進」として、関東広域と各エリアの相互
補完的な連携の場となる「関東エコ・ネット関係機関連
絡会議（仮称）」を設置し、2024年度より2030年中期目
標まで試行。

➢ 中期目標の評価時（Phase3の前）に改めて運用方法やあ
り方について関係者と確認する。

⚫関東エコ・ネット関係機関連絡会議（仮称）

➢ 関東レベルと地域レベルの生息環境整備の連携について、
双方が継続的に関わっていく仕組みの試行。

➢ エリア協議会や自治体への提案や相談・アドバイス等が
可能となる場としてモデル地域以外にも応用。

➢ 関東エコ・ネットやエリア協議会、自治体フォーラム等
に参加を検討している自治体の参加も検討。

⚫関東エコ・ネット関係機関連絡会議（仮称）の名
称

ネットワークが広がり、気軽に質問・相談できる場として、
また、開催時に集まった実務担当者が気軽に発言・質問で
きるような場となるよう、愛着ある名称を検討。

今後、名称案を検討し、2024年4月～5月に開催する初回時
に参加者の意見により決定したい。

Ex) 関東エコ会議、関東エコネット会、エコネット倶楽部、

関東エコlink ・・・・

３．関東エコ・ネット推進協議会とエリア協議会の連携
（２）中期目標実現に向けた連携

２０２４年度
試行実行
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関係する取組を行っている全ての主

体に「関東エコ・ネット関係者」となって

もらうことで、担い手や取組の幅を広

げ、認知・理解向上をめざします。

＜制度推進によるメリット＞
⚫ 関連取組や取組主体の情報が集まる
⚫ 関東エコ・ネットに直接関わっていない主
体も含めた取組みのすそ野が広がる

⚫ 関東エコ・ネットやコウノトリに関する周
知が進む

４．関東エコロジカル・ネットワーク登録制度の検討 今後の課題


